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舞台づくりは

づくり人 愛知県芸術劇場は、舞台芸術に関わる人の

交流とスキルアップを目的に、年間を通じて

さまざまな（人材養成）事業を実施しています。

愛知県芸術劇場は、舞台芸術に関わる人の

交流とスキルアップを目的に、年間を通じて

さまざまな（人材養成）事業を実施しています。

　　　　　　　　　　　　舞台を動かしているのは“人”です。

圏域のアーティスト、ファシリテーター／コーディネーター、学生、劇場職員等が、互いに交わり

ながら、専門性を高めていくことは、中部圏全体の豊かな環境の整備につながると考えています。

今後も本事業を継続・充実し、舞台芸術の活性化に取り組んでまいります。 

　　　　　　　　　　　　舞台を動かしているのは“人”です。

圏域のアーティスト、ファシリテーター／コーディネーター、学生、劇場職員等が、互いに交わり

ながら、専門性を高めていくことは、中部圏全体の豊かな環境の整備につながると考えています。

今後も本事業を継続・充実し、舞台芸術の活性化に取り組んでまいります。 

ダンサー・振付家として世界的に活躍する勅使川原三郎（愛知県芸術劇場芸術監督）を筆頭に、東海圏におけるダンスの
さらなる活性化とバレエ団の交流促進を目的として、芸術監督と地元の若手ダンサーがともにダンスの創作を開始しました。
2021年度は11名のダンサーが選出され、宮沢賢治原作の『風の又三郎』を上演。22年度も同作品を再び上演し、ダンサー
のさらなるスキルアップ、新たな交流を目指します。
2020年度：ダンサーオーディション
○審査員
勅使川原三郎
　 （『風の又三郎』 演出／振付／美術／衣装／照明デザイン／音楽編集）
佐東利穂子
　 （『風の又三郎』 アーティスティック・コラボレーター／出演／朗読）

○一次募集 
応募資格：（1） 愛知県出身・在住・在学・在勤中もしくは、在住・在学・

在勤したことがある方、または、愛知県内のバレエ団・ダン
ススタジオに所属している方（2） 15 ～30 歳くらいまで（3）
バレエの教育を受けた、またはバレエやダンスの公演に出
演した経験がある方（4） ワークショップ・稽古・本番日程に
参加できる方

第一次選考：履歴書・写真・ビデオによる選考
第二次選考：実技・面接による選考 （第一次選考通過者のみ）
実施日：10月11日（日） 

○二次募集   
応募資格：（1）東海４県（愛知・岐阜・三重・静岡）出身・在住・在学・

在勤中もしくは、在住・在学・在勤したことがある方、または、
東海４県内のバレエ団・ダンススタジオに所属している方（2） 
15～35 歳くらいまで（3）バレエの教育を受けた、またはバ
レエやダンスの公演に出演した経験がある方（4） ワーク
ショップ・稽古・本番日程に参加できる方

第一次選考：履歴書・写真・ビデオによる選考
第二次選考：実技・面接による選考（第一次選考通過者のみ）　
実施日：11月28日（土）

【2020年度・2021年度】芸術監督 勅使川原三郎　ダンス『風の又三郎』

演出／振付／美術／衣装／照明デザイン／音楽編集
勅使川原三郎

アーティスティック・コラボレーター／出演／朗読
佐東利穂子

赤木萌絵
（愛知子どもの幸せと
平和を願う合唱団／
人業劇団ひらき座）

石黒優美
（岡田純奈バレエ団）

石橋智子
（アン・バレエ・アカデミー）

菰田いづみ
（田川陽子バレエアカデミー）

佐藤静佳
（Ballet Studio・Myrtle）

澤村結愛
（森高子バレエ教室）

松川果歩
（アイコモダンダンススタジオ）

宮本咲里 横山礼華
（Ballet Studio・Myrtle）

吉田美生
（川口節子バレエ団）

渡邉菫
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芸術監督 勅使川原三郎　ダンス『風の又三郎』--------------------------------------- p.3

振付家・ダンサー養成事業-------------------------------------------------------------- p.4

AAF戯曲賞 ------------------------------------------------------------------------------ p.5

サウンドパフォーマンス・プラットフォーム ---------------------------------------------- p.5

オルガニスト養成事業 ------------------------------------------------------------------- p.6

愛知県芸術劇場合唱団訓練------------------------------------------------------------- p.6

舞台芸術創造セミナー------------------------------------------------------------------- p.7

舞台芸術ワークショップファシリテーター＆コーディネーター人材養成事業
アーティストと社会をつなぐ広場ラボ---------------------------------------------------- p.8-9

舞台芸術インターンシップ--------------------------------------------------------------- p.10-11

学生インターンシップ-------------------------------------------------------------------- p.12

舞台芸術お仕事ナビ--------------------------------------------------------------------- p.12

愛公文セミナー（愛知県公立文化施設協議会と共催）---------------------------------- p.13

職員派遣／研修生の受入れ------------------------------------------------------------- p.13

劇場職員セミナー------------------------------------------------------------------------ p.14-15

2021年度：公演
○日程：7月24日（土）・25日（日）
○会場：愛知県芸術劇場大ホール
○出演ダンサー（所属バレエ団は当時）
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芸術監督のアンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマイケルを中心に、ベルギーで1983年に設立されたダンス・カンパニー「ローザス」
のメンバーによるワークショップ。『A Love Supreme～至上の愛』公演のために来日したダンサーが指導。ビギナーコース
ではプロのダンサーへの第一歩となる考え方と動きを、アドバンスコースではさらに発展した高度なテクニックを用いて、スキ
ルアップを図りました。

A  ローザス

振付家・ダンサー養成事業

【2019年度】プロのダンサーを目指す方を対象としたダンス・ワークショップ
「上演を前提とした戯曲賞」として2000年に創設されたAAF戯曲賞は、愛知県芸術劇場の人材養成の中でも最も回数を重
ねてきた事業のひとつです。劇作家の新星を発掘するだけではなく、戯曲を文化的遺産と考え、受賞作の上演を経て未来に
つないでいくことを掲げています。

AAF戯曲賞

通常のコンサートなどではこぼれ落ちてしまうような音楽作品から、言葉や音が重要な要素となるパフォーマンス作品まで、公募
で選ばれたアーティストが新たな表現にチャレンジするプラットフォーム公演。「AAC サウンドパフォーマンス道場」（2006-14）を前
身に2015年からスタートし、これまでにゲスト・公募合わせて、のべ53組の多様なサウンドパフォーマンスを紹介してきました。

サウンドパフォーマンス・プラットフォーム

ビギナーコース
○日程：5月15日（水）　
○対象：ダンス経験不問
○参加者：14名

アドバンスコース（2日間）
○日程：5月15日（水）・16日（木）　
○対象：ダンス経験５年以上
○参加者：15名

2019年度（第19回）
○大賞：『ねー』小野晃太朗 ○特別賞：『うまく落ちる練習』 三野新
○審査員：白神ももこ、鳴海康平、三浦基、やなぎみわ　
○応募作品数：136 作品 ○公開最終審査会：2020年1月5日（日）

受賞記念公演
○演出：今井朋彦
○日程：〈公演〉2021年11月21日（日）・22日（月）・23日（火・祝）
 〈アーカイブ配信〉2022年3月14日（月）～28日（月）

○募集内容と条件 ・あなたの考える演劇上演のためのテキストであること ・応募作品は書式自由、ただし、A4用紙 200枚程度まで
 ・既発表、既上演作品も応募可 ・作品点数は一人1 点に限る
○選考スケジュール ・応募期間：6月～7月 ・一次審査通過作品発表：10月
 ・二次審査通過作品発表：11月 ・公開最終審査：翌年1月

2020年度（第20回）
○大賞：『リンチ（戯曲）』羽鳥ヨダ嘉郎 
○特別賞：『It's not a bad thing that people around the world fall into a crevasse』モスクワカヌ
○審査員：白神ももこ、鳴海康平、羊屋白玉、三浦基、やなぎみわ
○応募作品数：117 作品 ○公開最終審査会：2021年1月10日（日）

受賞記念公演（予定）
○演出：余越保子
○日程：2022 年11月8日（火）・9日（水）・10日（木）

2021年度（第21回）
○大賞：『鮭なら死んでるひよこたち』守安久二子 　○特別賞：『事件』村川拓也
○審査員：岩渕貞太、鳴海康平、羊屋白玉、やなぎみわ 
○応募作品数：115 作品 ○公開最終審査会：2022 年1月23日（日）

受賞記念公演（予定）
○2023年秋

○公募アーティスト審査員（2019・21年度）：新見永治、野口順哉、森田太朗、藤井明子

2019年度サウンドパフォーマンス・プラットフォーム2020「音が描く時間」
○日程：2020年2月23日（日） 
○ゲストアーティスト 正直『養生テープを「再生」する』　
 ミニスキュル・シングス（立川貴一 ＋ 吉田アミ）と大谷能生
 　『サマースプリング』愛知県芸術劇場版
○公募アーティスト みあいっこ『布団』
 日 《々変容の対象》アンサンブル『日 《々変容の対象》8月』
 CORONA『自然―無限』
○公募アーティスト応募数：16組

2021年度サウンドパフォーマンス・プラットフォーム2022「音と動きを解放する」
○日程：2022年2月27日（日）
○ゲストアーティスト ASUNA『Chocolate, Candy & Drops』
 伏木啓 + Collaborative Artists『The Other Side - Feb. 2022』
○公募アーティスト 村田厚生・池田拓実・磯部英彬　
 演奏の新しいかたち『モーション & エフェクト』

 華山萌『The Act of Before and After the Demise』
 Benda putar『Sar/on rails』
 レトロニム『ルーム・ダビング』
○公募アーティスト応募数：16組

アンサンブル・ゾネ主宰の岡登志子によるワークショップ。ピナ・バウシュを
輩出したことで知られるドイツ表現主義舞踊で培われたダンスメソッドを中心
に、フロア、バー、センターレッスンから体の中心や軸、重心、呼吸を実感。
内面とつながる身体の動きを即座に自分の表現へ導くことを試みました。

B  岡 登志子

○日程：6月5日（水） 
○対象：高校生以上、ダンス経験５年以上
○参加者：5名

13年ぶりに来日した、オランダで約 60年の歴史を誇る国際的なコンテンポラリー・ダンスカンパニー「NDT」によるワークショッ
プ。プレ・アドバンスコースではこれまでにNDTが上演したレパートリー作品に焦点を当てたクラスを、アドバンスコースでは
今回の来日で上演した作品にも焦点を当てたワークショップを行い、地域で活動する振付家とダンサーの更なるスキルアップ
を図りました。

C  ネザーランド・ダンス・シアター（NDT）

プレ・アドバンスコース
○日程：6月26日（水）
○対象：15-18 歳
 ダンス経験 5年以上
○参加者：6名

アドバンスコース（2日間）
○日程：6月26日（水）・27日（木） 
○対象：19 歳以上、ダンス経験 8年以上
○参加者：20 名 

国内外で活躍するダンサー鈴木竜によるワークショップ。ランベール・スクー
ル（イギリス）で学んだ流儀を持つ鈴木竜が、バレエやコンテンポラリーダンス
のさまざまな手法を用いてウォームアップをしたのち、タスクワークなどを用い
た創作の手法を披露しました。

【2019年度】ダンス・セレクション2019関連企画 クリエイティブワークショップ

○日程：10月20日（日）　
○対象：ダンス経験５年以上
○参加者：12 名 

©Naoshi Hatori
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将来、この地域からオルガニストが誕生するきっかけになることを目指して、 2018年度からスタートした愛知県芸術劇場コン
サートホールのパイプオルガンを活用した講座。20年度までの3年間は計3回の短期コースを実施し、21年度からは一層の充
実をはかるため、上半期コースと下半期コースを追加し、通年での受講も可能としました。また 21年度より、受講生の成果
を披露する修了試演会（入場無料）を一般公開しました。
○指導講師：都築由理江（愛知県芸術劇場オルガニスト）
○対象：中学生～30歳以下でピアノや電子オルガン等の鍵盤楽器を５年以上継続して習っていて、オリエンテーション及びレッスンを通

して受けられる方。（2020年度より「J.S.バッハの２声のインヴェンションを習得した方」を追加）

応募資格

・声楽の教育を受けた、またはオペラやコンサートに
ソリストや合唱で出演した経験がある方

・主催オペラ公演のオーディション、稽古、本番に参
加できる見込みがある方

オルガニスト養成事業「集まれ、未来のオルガニスト」 舞台芸術創造セミナー

『ムンク｜幽霊｜イプセン』公演に関連して、美術と舞台空間に焦点を当てたトークとワークショップ。

トーク「画家と舞台美術の近くて遠い関係！？」
イプセン『幽霊』の上演のために描かれた、エドヴァルド・ムンク『イプ
セン『幽霊』からの一場面』（愛知県美術館収蔵）。ムンクや同時代の
美術作家について舞台芸術との関係を探りました。

○日程：9月28日（土） 
○トークゲスト：杉山至（セノグラファー）、鳴海康平（演出家）ほか
○参加者：12名

ワークショップ「セノグラフィーとは何か？」
〈イプセンの戯曲から考えてみる〉
通常”舞台美術”と訳されることが多いセノグラフィー（Scenography）は、
視覚や聴覚といった知覚や空間など、実に広い領域のことを指していま
す。イプセンの戯曲をテーマにセノグラフィーについて考えました。

○日程：9月27日（金）・28日（土） 
○講師：杉山 至、鳴海康平
○参加者：6名

小ホールの劇場空間を活かした俳優・音響のクリエーション・ワークショップ。松田正隆の新作戯曲『東京ストーリー』・『グッ
ドモーニング』のテキストをもとに俳優・音響による小作品を劇場空間に立ち上げました。

〈俳優コース〉
○日程：9月9日（水） ～13日（日）
○講師：松田正隆（劇作家・演出家・「マレビトの会」代表）
○参加者：19 名

〈音響コース〉
○日程：9月10日（木） ～13日（日）
○講師：石丸耕一（東京芸術劇場 トーン・マイスター）
○参加者：6名

舞台上で表現するにとどまらない、映像作品としての身体表現の可能性を探るセミナー。オンライン配信やSNSでの活用など、
特にコロナ禍で多様な展開を見せる映像において、パフォーミングアーツの魅力をさらに拡げる方法を、実際に映像作品を製
作しながら探求しました。

○日程：2022年 2月11日（金・祝）・12 日（土）・24日（木）
 3月 8日（火）・13 日（日）　
 ※2月24日・3月8日はオンライン
○講師：吉開菜央（映画作家・振付家・ダンサー）
○参加者：8名

【2019年度】アーティストと制作者のための舞台技術講座『セノグラフィーとは何か？』

【2020年度】新作クリエーションのためのワークショップ～俳優×音響～

【2021年度】パフォーミングアーツ映像撮影ワークショップ

2019 年度
○日程：7月21日（日）～ 9月 22日（日）全3回 
○参加者：13 名 

2020 年度
○日程：7月23日（木・祝）～8月29日（土）全3回
○参加者：5名 

2021 年度
〈上半期コース〉
○日程：実技レッスン：4月13日（火）～ 9月8日（水）全6回
○参加者：6名 
○修了試演会：9月12日（日） 

〈下半期コース〉
○日程：実技レッスン：10月12日（火）～3月9日（水）全6回
○参加者：7名 
○修了試演会：2022年 3月10日（木） 

〈短期コース〉
○日程：実技レッスン：7月27日（火）～8月19日（木）全3回
○参加者：7名

愛知県芸術劇場のプロデュースオペラやコンサートに出演する合唱団に、フランス語、イタリア語などのディクションや、歌唱・
演技の指導を行う事業。これまでに大学生から社会人、主婦など、多くの人が参加し、ソリストも輩出するなど、地元声楽
家の育成にもつなげています。

愛知県芸術劇場合唱団訓練

2019年度
共同制作オペラ『カルメン』
○日程：6月～ 10月　　
○講師：大島義彰（指揮者）、田尾下哲（演出家）
○参加者：27 名（11月2日・3日『カルメン』に出演）

2020年度
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止

2021年度
共同制作オペラ『カヴァレリア・ルスティアーナ』『道化師』
イタリア語ディクション訓練
○日程：2022 年 2月27日（日）、3月5日（土）、3月15日（火）　　
○講師：辻博之（指揮者）
○参加者：39 名

©Kosaku Nakagawa
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【2019年度】～ワークショップづくり ことはじめ～
俳優、ダンサー、音楽家など、舞台芸術のアーティストとして活動している方、舞台芸術・福祉・教育などの現場で活動し
ている方を対象に、2日間にわたって、ワークショップのプログラムを考え、やってみて、振り返るを繰り返しました。

長年、子どもたちのためのパフォーマンスを行ってきたイギリスの劇団
OilyCart のメンバーとともに、乳幼児や知的障がいのある方、その家
族や介助者も一緒に楽しむことができるように工夫したインタラクティブな
パフォーマンスを創作しました。

【2019年度】ソーシャルインクルージョン・プログラム

舞台芸術ワークショップファシリテーター＆コーディネーター人材養成事業
アーティストと社会をつなぐ広場ラボ  

○日程：2020年1 月 21日（火） ～24日（金）
○講師：Ellie Griffiths（演出家、OilyCart 芸術監督）
 Max Reinhardt（作曲家、OilyCart 音楽監督）
 Robyn Steward 
 （音楽家・パフォーマー、OilyCartインクルージョントレーナー）
○参加者：10 名（俳優、ダンサー、作曲家、パフォーマー、教職員、劇場職員ほか）

障害の有無に関わらず舞台芸術を楽しむには、何を考え・学ぶべきなの
か？ 劇団、ダンサー、マネジメント、劇場などの様々な立場から実際の
事例を共有し、これまでとこれからについて考えました。

○日程：2020年1月 25日（土）
○講師：ゲストアーティスト／ Ellie Griffiths（演出家、OilyCart 芸術監督）
 佐久間新（ジャワ舞踊家）
○参加者：28名（俳優、ダンサー、作曲家、パフォーマー、教職員、劇場職員ほか）

○日程：5月25日（土）・26日（日）
○講師：梶田美香（名古屋芸術大学教授）
 吉野さつき（ワークショップコーディネーター・愛知大学教授）
○参加者：13 名（音楽家、ダンサー、舞台芸術制作者、福祉団体職員、教職員、劇場職員ほか）

シンポジウム「アートとソーシャルインクルージョンとは」～実践・課題・未来～

イギリス OilyCart のメンバーと
　　多感覚パフォーマンスを創ろう！  ～ワークショップ＆ショーイング～

オイリーカート

新型コロナウイルス感染症の影響で、ワークショップやアウトリーチを行う機会が減ってしまっている中、これまでの学びを振り
返り、これからに生かせる方法などを考え、情報共有しました。

引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中、“触らずに繋がるワーク”を考えてブラッシュアップするなど、今で
きることの可能性について考えました。

【2020年度】広場ラボ番外編～これまでを振り返ってこれからを考える～ （オンライン）

【2020年度】ワークショップづくり やってみる？ふりかえる！

○日程：9 月 25 日（金）
○ファシリテーター：梶田美香、吉野さつき
○参加者：7名（音楽家、ダンサー、福祉団体職員、教職員、劇場職員ほか）

○日程：2021年3 月 6 日（土）・ 14日（日）
○講師：柏木陽（演劇百貨店代表・演出家）、佐久間新（ジャワ舞踊家）、吉野さつき、梶田 美香
○参加者：7名（ダンサー、舞台芸術制作者、福祉団体職員、劇場職員ほか）
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新型コロナウイルス感染症の対策をしながら楽しめるように工夫したワークショップやオンラインを活用した取り組みなど、今、
何が必要とされているのか、我々は何ができるか、最新の取り組み例を参照し、一緒に考えました。

【2021年度】アートを生きる力にするための場づくり～鑑賞から創造へ～ 
クラシックをはじめとする音楽鑑賞をどうしたらクリエイティブな体験の場にできるか、音楽鑑賞を入口としながら、ダンスや演
劇、美術など、子どもから大人まで多様な人たちが参加できるように、さまざまな方向からアプローチを考えました。

○日程：2022 年3月20日（日）・21日（月・祝）
○ファシリテーター：梶田美香、吉野さつき
○参加者：13 名（音楽家、ダンサー、俳優、パフォーマー、劇場職員ほか）

○日程：〈音楽編〉9月21日（火）、〈ダンス・演劇編〉9月23日（木・祝） 
○ファシリテーター：吉野さつき、梶田美香 
○参加者：〈音楽編〉9名、〈ダンス・演劇編〉11 名（音楽家、ダンサー、俳優、演出家、福祉団体職員、教職員、劇場職員ほか）

【2021年度】アートは生きる力？ ～今、何ができるか改めて考える～ （オンライン）
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舞台芸術インターンシップ
基礎知識から現場までをひと通り体験する「舞台芸術インターンシップ」。
1年目では全員が企画制作や舞台技術、本番のフロント業務を含めた包括的な講座や演習等を受講。さらに「企画制作」と「舞
台技術」の2コースに分かれて様々な劇場主催事業の現場に入り、多くの実習に参加しました。
また希望者は 2年目の継続も可能とし、報酬を受け取りながらさらなる業務を経験。1年目より専門性のある実習内容に職員
とともに取り組み、必要な知識や技術、心構えを身につけ、それぞれの進路に活かしています。

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による休館や公演事業の中止・延期に伴い、実施時期・期間を調
整して、アートマネジメントを学ぶ集中講義「アートマネジメント講座」と、より実践的な体験を通して学ぶ実践実習「劇場インター
ンシップ」の2種類のプログラムを開催しました。

【2020年度】
アートマネジメント講座＆劇場インターンシップ 新型コロナウイルス感染症

拡大防止に伴う代替プログラム

アートマネジメント講座
○日程：8月29日（土）　オリエンテーション・舞台芸術の仕事概要・劇場運営（愛知県芸術劇場の仕事）
 8 月30日（日）　企画制作1（劇場のプログラム）・舞台技術 1（概要）・ゲスト講演（これからの劇場）
 9 月 6日（日）　舞台技術2（講座）・舞台技術 3（劇場での実習）
 9月21 日（月・祝） 　 広報1（概論）・広報 2（劇場の広報）・企画制作 2（企画・制作運営）
 9月22 日（火・祝） 　キャリアデザイン・振り返り
○講師：愛知県芸術劇場職員
○ゲスト講師：堀内真人（KAAT 神奈川芸術劇場）、岸正人（全国公立文化施設協会）
○参加者：48名（愛知県立芸術大学大学院、愛知淑徳大学、愛知大学、京都芸術大学、金城学院大学、神戸大学、椙山女学園大学、
  静岡文化芸術大学、多摩美術大学、中京大学、南山大学、日本大学、名古屋学芸大学、名古屋芸術大学、
  名古屋造形大学、立教大学、名古屋大学教育学部付属高等学校、社会人）

劇場インターンシップ
○日程：10月17日（土） 　オリエンテーション、企画概要説明
 10月22日（木）・23 日（金）　　 「オルガン・スペシャルコンサート」（実務体験）
 10月24日（土）～ 11月1日（日）　 演劇公演『朽ちた蔓延る』稽古立ち合い
 11 月 3日（火・祝）～ 9日（月）　 演劇公演『朽ちた蔓延る』仕込み、本番実習
 11月21日（土） 　記録作成
 11月29日（日） 　振り返り
○参加者：企画制作 5名、舞台技術5名（愛知淑徳大学、金城学院大学、椙山女学園大学、名古屋学芸大学、立教大学）

2019年度
○日程：6月～3月
○参加者：〈1年目〉舞台技術コース4名、企画制作コース6名
  （愛知淑徳大学、椙山女学園大学、 南山大学、名古屋学芸大学、名古屋芸術大学、社会人）
 〈2年目〉企画制作コース2名
  （静岡文化芸術大学、名古屋大学）

2021年度
○日程：6月～ 3月
○参加者：〈1年目〉企画制作コース4名、舞台技術コース6名
  （愛知県立大学、愛知淑徳大学、椙山女学園大学、南山大学、名古屋芸術大学、国立音楽大学、
    専門学校名古屋ビジュアルアーツ）
 〈2年目〉企画制作コース3名、舞台技術コース1名
  （椙山女学園大学、愛知淑徳大学、 金城学院大学）

2021年度のスケジュール

参加者の声

・出演者の方と話したり、裏を見れたことで、どのような気持ちを持っているのかなどの新しい考えを得ることができて、新鮮であっ
たとともに、裏で動くスタッフの大切さに気付いた。1つの公演を完成させるのに多くの人がいろんな分野で多くの時間をかけ
ていることを学んだ。（大学 2年生）

・技術面や舞台のでき方などの知識面を学ぶことができたし、それだけではなく、人間としても成長することができたインターン
でした。（専門学校生 1年生）

参加者の声

・いかに安全にストレスなく公演を成功させるかというところへの考え方
やお仕事を丁寧にされているのを感じ、舞台のお仕事に就くにあたって
どんなことを考えて行動すると良いのかということが今まで以上にわ
かった気がしました。（大学 2年生）

・一番大事だと思ったのは、情報共有をすることです。（大学 3年生）

・どんな要求でも対応してみせるスタッフさんのプロ力を感じました。そ
の場で即座に対応するにはそれに準ずる知識や経験がないと難しいこと
を知っている分、プロフェッショナルの凄さを改めて感じました。自分も
対応力をあげるため、普段からいろいろな知識をつけていきたいと感
じました。（大学 2年生）

応募資格（2021年度） ・舞台芸術が好きで、情熱とやる気を持って将来舞台芸術に関わる仕事に就きたいと思っている方
・ワード、エクセル、メールなどのパソコン操作ができる方　
・スケジュール（下記）に原則参加できる方　　・大学生などおおよそ30 歳以下の方
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愛知県公立文化施設協議会との共催で、県内の新任劇場職員を対象に
毎年3回のセミナーを開催。ハード・ソフトの両面で劇場職員が知っておく
べきことを講義しました。受講者は具体的な事例やディスカッションを通じ、
実感を持って課題を把握。気づきや解決策を持ち帰りました。

2019 年度
○日程：5月23日（木） ○参加者：21 館 30 名
○日程：7月11日（木） ○参加者：27 館 38 名
○日程：11月13日（木） ○参加者：20 館 30 名

2020 年度
○日程：7月29日（水） ○参加者：24 館 43 名
○日程：9月25日（金） ○参加者：24 館 36 名
○日程：11月12日（木） ○参加者：26 館 41 名

2021 年度
○日程：5月20日（木） ○参加者：17 館 23 名
○日程：7月8日（木） ○参加者：17 館 28 名
○日程：10月14日（木） ○参加者：13 館 26 名

愛公文セミナー（愛知県公立文化施設協議会と共催）

愛知県芸術劇場では、近隣の劇場や公益財団法人、芸術系大学などを対象に、「職員派遣」、「研修生の受入れ」を実施し、
地域全体の文化向上に努めています。

職員派遣／研修生の受入れ

2019年度
職員派遣 
文化庁、全国公立文化施設協会、名古屋市、豊川市、安城市、長久手市、豊田市文化振興財団、岐阜市公共ホール管理財団、名古
屋芸術大学、名古屋外国語大学、世界劇場会議名古屋、大阪府貝塚市、熊本県立劇場、熊本大学、ヤマハサウンドシステム、ゼガサミー
文化芸術財団、東京新聞全国舞踊コンクール
研修生の受入れ 
名古屋市立大学（留学生インターンシップ）、名古屋市文化振興事業団職員

2020年度
職員派遣 
文化庁、全国公立文化施設協会、地域創造、愛知県、名古屋市、豊川市、豊橋市、安城市、長久手市、豊田市文化振興財団、中濃
公立文化施設協議会、静岡県文化財団、神奈川県芸術文化財団、熊本県立劇場、東郷町町民会館、名古屋芸術大学、熊本大学、日
本音楽芸術マネジメント学会、アサヒグループ芸術文化財団、ゼガサミー文化芸術財団、ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク

2021年度
職員派遣
文化庁、全国公立文化施設協会、国際交流基金、愛知県、名古屋市、半田市、豊川市、犬山市、長久手市、岐阜市、豊田市文化振興財団、
岐阜市公共ホール管理財団、三重県文化振興事業団、静岡県文化財団、京滋舞台芸術事業協同組合、千葉県文化振興財団、北九州
市芸術文化振興財団、名古屋市昭和文化小劇場、豊田市民文化会館、犬山市民文化会館、iichiko 総合文化センター、芸術と創造、スター・
クラシックス協会、名古屋芸術大学、国立音楽大学、広島市立大学、ARTCABINET、Music Bridge、アサヒグループ芸術文化財団、セ
ゾン文化財団、ゼガサミー文化芸術財団、東京新聞全国舞踊コンクール、日本障害者舞台芸術協働機構
研修生の受入れ 
豊田市文化振興財団職員、名古屋市文化振興事業団職員

劇場の仕事に興味がある学生を対象にした3日間のコース。劇場の施設や事業内容、運営、広報などに関する講義を聴講
した後、小学1～3年生が参加する「げきじょうたんけんツアー」の準備に加わり、ツアー当日の業務に携わりました。実践を
含む流れの中で劇場の仕事を感覚的につかんだインターンたちは、自身の適性に気付くなど、それぞれの進路選択にも役立
てていました。

学生インターンシップ

○対象：東海三県（愛知県、岐阜県、三重県）に在住・在学、又は実
家等が東海三県内にあり、舞台芸術やアートマネジメントに関
心を持ち、将来そうした仕事をしてみたいと考える18歳～25 歳
位の学生（高校生・社会人も可）

2019年度
○日程：7月21日（日）～ 23日（火）
○参加者：16人

2021年度
○日程：7月28日（水）～30日（金）
○参加者：36人

※2020年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による事業
中止に伴い、代替事業として座学を中心とした「アートマネジメント講座」
と実践を中心とした「劇場インターンシップ」を開催しました。（P11 参照）

舞台芸術に関わる仕事にはどのようなものがあるのか、わからない、知りたいという学生に向けて、業界ガイダンスとなる「舞
台芸術お仕事ナビ」を開催。中部圏で事業を行っている関係業種の方 を々講師に招き、それぞれの立場から舞台芸術に関
わる仕事の魅力や面白さを紹介しました。

舞台芸術お仕事ナビ

○対象：劇場や舞台芸術に仕事として関わっていきたいと考えている大学生、
専門学校生、高校生等（社会人もOK）

2019年度
○日程：8月11日（日）
○参加者：50 人
○参加団体：中部フィルハーモニー交響楽団（実演団体）、劇団うりんこ（実

演団体）、金井大道具名古屋JV（舞台技術）、OFFICEリラン（制作・
運営）、ハンプトンジャパン（営業）、東海テレビ放送（企画）、名
古屋市芸術創造センター（劇場）

2020年度
○日程：2021 年 2月27日（土）
○参加者：37 人
○参加団体：中部フィルハーモニー交響楽団（実演団体）、劇団うりんこ（実

演団体）、金井大道具名古屋 JV（舞台技術）、サンデーフォーク
プロモーション（制作・運営）、東海テレビ放送（企画）、名古屋
市芸術創造センター（劇場）

2021年度
○日程：8月28 日（土）
○参加者：37 人
○参加団体：中部フィルハーモニー交響楽団（実演団体）、劇団うりんこ（実

演団体）、金井大道具名古屋 JV（舞台技術）、ハンプトンジャパ
ン（営業）、東海テレビ放送（企画）、サンデーフォークプロモーショ
ン（制作・運営）、名古屋市芸術創造センター（劇場）
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94人94人

83人83人

141人141人

133人133人
123人123人

127人127人
111人111人

127人127人

98人98人

120人120人

77人77人

2011年～12年は年2回、
13年以降は年3回開催

愛公文セミナー参加人数及び施設数推移（年延べ数）
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2019 年度　劇場職員セミナー 2020 　

○日程：2020 年 1月15日（水）～ 17日（金）　○参加者：のべ 527 人

①基調講演「地域の劇場はどう変わるのか」講師：坪田知広（文化庁）

②講座「2 年目からの著作権講座」講師：岡本健太郎 （骨董通り法律事務所）

③パネルディスカッション「良質のワークショップを広げるために」パネリスト：生田隆明 （三重県総合文化センター）、吉川剛史（穂の

国とよはし芸術劇場 PLAT）、加藤愛（愛知県芸術劇場）、コーディネーター：藤井明子（愛知県芸術劇場 ）

④照明講座「そうだったのか !!! ピンスポットライト」講師：ウシオライティング、コーディネーター：河原裕輝（名古屋市西文化小劇場）、

今野忠則（名古屋市中村文化小劇場）

⑤音響講座「そうだったのか !!! 音響の設備と仕事」講師：大矢英和（名古屋市民ギャラリー栄・東山荘）、長谷川亘 （名古屋市千種文

化小劇場）

⑥講座「初めての広報」講師：小出充訓（愛知県芸術劇場）

⑦講座「チケッティングから見える 観客・地域・社会とのスタンス」講師： 矢作勝義（穂の国とよはし芸術劇場 PLAT）、菱田雅子（名

古屋テレビ事業）、コーディネーター：山川愛（かすがい市民文化財団）

⑧講座「障がい × パフォーミングアーツ～多様な社会を目指して～」講師：森田かずよ（義足のダンサー＆女優）、吉野さつき （愛知大学）

⑨講座「クレーム対応基礎」（有料 2,000 円・定員 50 名）講師：藤田かずえ（日本経営協会）

⑩プロジェクター講座「そうだったのか !!!プロジェクター」

講師：後藤克規（パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社）、コーディネーター：長谷川亘（名古屋市千種文化小劇場）

⑪講座「そうだったのか !!! 改修工事の疑問に迫る！」講師：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

⑫パネルディスカッション「そうだったのか !!! 改修工事の before・after」パネリスト：関谷潔司・池田拓司（兵庫県立芸術文化センター）、

丹羽功（名古屋市芸術創造センター）、コーディネーター：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

【番外編】「ぶっちゃけどう？働き方改革（ぺーぺー編）」コーディネーター：名古屋市文化振興事業団の一般職員

【番外編】「ぶっちゃけどう？働き方改革（悩める中間職編）」コーディネーター： 愛知県芸術劇場の中間職

【番外編】「やっちゃったのか？！やらかしの覆面トーク！」パネリスト：SSCキャットマン、RCキャットマン、SCキャットマン、OCキャットマン、

UCキャットマン、コーディネーター：ライオンマン

⑬講座「事業実施の説明責任を果たす - 効果的な事業指標の設定 -」講師：綿江彰禅（芸術と創造）

⑭劇場安全講座「そうだったのか !!! 劇場の安全～消防関係法令編～」講師：内藤一眞（名古屋市消防局）、コーディネーター：野々村

篤寛 （名古屋市天白文化小劇場）

⑮共通講演「そうだったのか !!! 運営トラブルの解決方法！」パネリスト：米本一成（かすがい市民文化財団）、富田顕生（愛知県芸術劇場）、

コーディネーター：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

パネルディスカッション「あいちのアウトリーチとそれを支える劇場の未来」パネリスト：児玉真（地域創造）、加藤愛（愛知県芸術劇場）、

生田創（長久手市文化の家）、金澤大介（幸田町文化振興協会）、中村由加里（クラリネット奏者）、石川貴憲（サックス奏者）、梶田美香（名

古屋芸術大学）、主催：アウトリーチ・ラボ、共催：愛知県芸術劇場

2020 年度　劇場職員セミナー 2021（※オンラインでも開催）　
○日程：2021年 1月20日（水）～ 22日（金）　○参加者：のべ 458 人（オンライン受講者：のべ 181 人）

①基調講演「文化芸術への公的支援を考える」※ 講師：綿江彰禅（芸術と創造）
②講座・グループワーク「アートマーケティング基礎講座」講師：川北眞紀子（南山大学）
③講座「VRで体験！自閉症の子どもたちが見ている世界」講師：白石浩一（発達障害支援アドバイザー協会）
④講座「医療 ×アート ～医療現場における音楽療法～」パネリスト：小川尚子（名古屋芸術大学／本町クリニック）、
中島千尋（本町クリニック）、コーディネーター：宮田健秀（名古屋市文化振興事業団）

⑤講座「知っ得！舞台備品【平台】のトリセツ !?」講師：野々村篤寛（名古屋市天白文化小劇場）、佐藤雄一（名
古屋市港文化小劇場）

⑥講座「知っ得！ピアノの1から88まで!?」講師：岡本俊彦・岩田幸大（ヤマハミュージックリテイリング）、コーディネー
ター：大矢英和（名古屋市演劇練習館）

⑦講座「劇場と新型コロナの法律問題」※ 講師：吉永公平（弁護士／春日井市総務部）
⑧講座「知っ得！劇場運営の保険いろいろ」※ 講師：山田優（芸術の保険協会）、喜田繁之（金井大道具）、コーディネーター：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）
⑨パネルディスカッション「知っ得！劇場の新型コロナ対策あれこれ」※ パネリスト：関谷潔司・池田拓司（兵庫県立芸術文化センター ）、丹羽功（名古屋市芸
術創造センター）、小野修平（島根県民会館）、コーディネーター：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

⑩【番外編】「知っ得？ 劇場でのやらかし あれどれ !?」パネリスト：SSCキャットマン、RCキャットマン、SCキャットマン、OCキャットマン、UCキャットマン、YJキャッ
トマン、コーディネーター：ライオンマン

⑪講座「知っ得！高所作業における安全講座」講師：寺田航（全国舞台テレビ照明事業協同組合）、コーディネーター：河原裕輝（名古屋市西文化小劇場）
⑫講座「劇場職員のための動画配信講座」講師：石山一郎（リアル・ワンミュージック）、占部吉直（光響社）、墨泰岳（名古屋市東文化小劇場）、コーディネーター：
宮田健（名古屋市文化振興事業団）

⑬講座「復習！音楽ワークショップ」講師：生田創（長久手市文化の家）、柿塚拓真（日本センチュリー交響楽団）、コーディネーター：藤井明子（愛知県芸術劇場）
⑭【番外編】「日常化する炎上」コーディネーター：小出充訓（愛知県芸術劇場）
⑮講座「子どもたちの劇場鑑賞体験、その評価を考える」講師：落合千華（ケイスリー／慶應義塾大学）
⑯パネルディスカッション「知っ得 ! 劇場運営のトラブル」パネリスト：木村寛（名古屋市公会堂）、家田沙緒里（愛知県芸術劇場）、コーディネーター：浅野芳夫（愛
知県芸術劇場）

⑰シンポジウム「舞台芸術 危急存亡の秋（とき）」パネリスト：森博道（ステラキャスティング）、佐藤和宏（サンデーフォークプロモーション ）、喜田繁之（金
井大道具）、水口洋輔（名古屋芸術大学）、コーディネーター：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

2021 年度　劇場職員セミナー 2022（※オンラインでも開催） 
○日程：2022 年 1月19日（水）～ 21日（金）　○参加者：のべ 527 人（オンライン受講者：のべ 132 人）
①基調講演「これからの文化環境と戦略を考える」※ 講師：大和滋（日本芸能実演家団体協議会）
②講演＆質疑応答 「恐れるな ! 助成金は怖くない」講師：矢作勝義（穂の国とよはし芸術劇場 PLAT ／劇場、音

楽堂等連絡協議会 ）、司会：藤井明子（愛知県芸術劇場）

③パネルディスカッション 「部活動の地域移行に劇場ができること」パネリスト：梶田美香（名古屋芸術大学）、森
本和義（名古屋市南区 PTA）、杉本隆之（名古屋市守山文化小劇場）、コーディネーター：森藤亜美（名古屋

市文化振興事業団）

④舞台講座 「あーね。舞台機構の保守点検」講師： 古澤鋼二・出口聖二・丸井信章（三精テクノロジーズ）、コーディ
ネーター：野々村篤寛（名古屋市天白文化小劇場）

⑤照明講座 「あーね。照明設備の保守点検」講師：狩野信一（パナソニックLSエンジニアリング）、田中徹（丸茂電機）、本堂武志（東芝ライテック）、山口滋（松
村電機製作所）、コーディネーター：河原裕輝（名古屋市西文化小劇場）

⑥講演＆シンポジウム 「多文化 × 演劇～交わる。つながる。共に創る。劇場ができること !?」講師：飛田勘文（演劇教育・応用演劇実践家、芸術文化観光
専門職大学）、パネリスト：芹澤由貴（パティオ池鯉鮒）、コーディネーター：上林元子（愛知県芸術劇場）

⑦パネルディスカッション 「劇場の広報組織を考える」※ パネリスト：小倉明紀子（舞台芸術広報研究会／アートネットワーク・ジャパン）、樋口雅史（りゅーと
ぴあ新潟市民芸術文化会館）、福尾葉子（フェニーチェ堺）、安田江（KAAT 神奈川芸術劇場）、コーディネーター：林健次郎（愛知県芸術劇場）

⑧【番外編】「広報担当者のモヤモヤ座談会」司会：小出充訓（愛知県芸術劇場）
⑨音響講座 「あーね。音響設備の保守点検」講師：川島洋次郎（ヤマハサウンドシステム）、コーディネーター：大矢英和（名古屋市演劇練習館）
⑩設備講座 「あーね。空調設備の保守点検」講師：武馬裕将（日本空調システム）、司会：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）
⑪パネルディスカッション 「あーね。コロナ禍で劇場はどう動く ?!」パネリスト：櫻井拓朗（新国立劇場）、関谷潔司・池田拓司（兵庫県立芸術文化センター）、
丹羽功（名古屋市芸術創造センター）、小野修平（島根県民会館）、喜田繁之（金井大道具）、藻谷竜太（金井大道具NAGOYA 共同企業体）、コーディネーター：

浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

⑫【番外編】「あーね。失敗もしたけど、リカバリーもしたよ。もちろん反省もするよ!」登壇者：SSCキャットマン、RCキャットマン、SCキャットマン、OCキャットマン、
UCキャットマン、YJキャットマン、コーディネーター：ライオンマン

⑬シンポジウム「公演映像配信のための権利処理における課題」※ 講師：岡本健太郎（骨董通り法律事務所）、山川愛（かすがい市民文化財団）、コーディネーター：
佐野由布子（名古屋市文化振興事業団）

⑭パネルディスカッション「あーね。劇場運営のトラブルはこうやって解決 !」パネリスト：友利宇一（名古屋文理大学文化フォーラム）、家田沙緒里（愛知県
芸術劇場 ）、コーディネーター：浅野芳夫（愛知県芸術劇場）

⑮講演「劇場が切り拓く動画配信の未来と挑戦」※ 講師：舘脇昭（滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール）、遠山寛治（Sonoligo）、長江和哉（名古屋芸術大学）、コーディ
ネーター：宮田健（名古屋市文化振興事業団）

劇場職員セミナー
愛知県芸術劇場と名古屋市文化振興事業団の共同主催で、3日間・複数のテーマにわたる「劇場職員セミナー」を実施。
毎年全国からのべ数100名の公立劇場職員が参加し、全国の情報・意見・知恵が交換されました。テーマは大きく「舞
台技術・劇場運営」と「企画制作・広報」に分かれ、愛知芸術文化センター内の複数会場で同時開催。参加者はネットワー
クを広げたり、親睦を深めたりしながら、より率直に課題を相談しあい、情報・意見交換に励みました。さらにリラック
スした雰囲気の番外ゼミなども設けたことで、職員たちのリアルな声をすくいあげる場を生み出しました。
2020・21年度は、コロナ禍での開催となりましたが、一部の講座をオンラインでも行い、全国から継続して参加者を得
ました。
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つくる

愛知県芸術劇場　舞台芸術人材養成プログラム報告書　2019-2021

人づくりを舞台
愛知県芸術劇場 （公益財団法人 愛知県文化振興事業団）
〒461-8525 名古屋市東区東桜一丁目13番2号　　TEL（052）211-7552　　https://www-stage.aac.pref.aichi.jp
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